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このニュースは中央団体と県連絡会に送付しています。地域連絡会・加盟組織に送って下さい。
４・１全国宣伝　署名・昼デモ・自転車パレードなど多彩な行動
●新宿では中央団体45人が宣伝、共産党・志位委員長はじめ９氏が訴え
消費税実施20年「大増税計画撤回！　食料品などくらしにかかる消費税の減税を求める全

国いっせい大宣伝行動」が各地で取り組まれました。中央各界連は４月１日、雨模様の新宿西口で宣伝し12団体45人が参加。９人の弁士がこの20年の歴史と消費税の悪税の本質を告発、大増税を絶対許さず、来る総選挙で増税勢力に厳しい審判を下そうと訴えました。初めて各界連宣伝に日本共産党の志位和夫委員長(衆院議員)が参加したことから、通行人の関心も高く約１５０人が足を止めて聞き入りました。（右の写真）
●貧困と格差広げてきた消費税20年を告発

９人の弁士は、「20歳のある女性は母子家庭で自分もうつ病、母親がガンなのに、厳しく調査され、生活保護は月３万円しか支給されていない。青年に貧困と格差を広げ、暮らしを壊す消費税増税は許さない」（民主青年同盟・田中悠委員長）、「高齢者対策を口実に導入と税率引き上げがされながら、税・年金・医療など高齢者いじめは多方面で広がった。消費税は高齢者も大金持ちも同じ税率の福祉破壊税。定額給付金と引き換えの増税を打ち破ろう」（全日本年金者組合・松岡勉中央執行委員）、「健康保険証を持っていても受診抑制が広がり命さえ脅かされる事態がすすんでいる。新自由主義からの脱却をめざす流れが世界の大勢となり、国民の『反貧困』をめざす反撃も強まっている。政治・経済を国民本位に作り変え消費税増税を阻止しよ
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う」（全国保険医団体連合会・住江憲勇会長）、「福祉、公平などと国民をだまし続けたのが20年の歴史。くらしの9割にかかる消費税の重さは世界一。さらなる国民だましと増税を許さないため国民の審判を下そう」（消費税をなくす全国の会・梅村早江子事務局長）、「消費税が導入されて、窓口３割負担、後期高齢者医療制度創設など社会保障は改悪続き。先日の渋川市の高齢者アパート火災も社会保障の貧困を示している。税金の使い方を国民本位に転換させる政治を実現しよう」（全日本民主医療機関連合会・長瀬文雄事務局長）、「家計のうち租税公課は２割にも達し、20年間で負担した消費税額は１家庭で２１９万円にも上る。今これだけあればどれだけ家計と地域経済に貢献するか。食料品非課税などを実現させるため、主権者としての審判を下そう」（新日本婦人の会・高田公子会長）、「トヨタが３千億円など輸出大企業を中心に年間４兆円も還付するという消費税は大企業優遇の最たるもの。こんな不公平税制をやめさせ、大金持ち・大企業にたくさん負担させる応能負担を徹底した税制にしていこう」（全国商工団体連合会・国分稔会長）、「労働者の医療と年金の保険料は上がりともに給付は下がっている。大企業が非正規労働者を使いため込んだ莫大な内部留保の一部を使うだけで雇用は守れる。（次ページに続く）
財界言いなりの政治を改め、増税阻止に全力を上げよう」（全国労働組合総連合・大黒作治議長）、「この20年、『社会保障のため』というのはうそ偽り。消費税は、最悪の『貧困促進税』『大企業優遇税』『景気破壊税』だ。年間５兆円の軍事費、２８００億円の米軍への思いやり予算、グアム移転の６千億円、たった10％しかかかっていない証券優遇税制、ヨーロッパ並みに大企業に税と社会保障の負担をしてもらうことなど、徹底して見直せば消費税を増税しなくても社会保障の財源は生まれる。今度の総選挙で増税勢力に厳しい審判を下そう」(日本共産党中央委員会・志位和夫委員長）と訴えました。
●国民いじめの政治の転換を
　渋谷区のスナックを経営する69歳の男性は、「スナックは20年経営していて、お客さんは
最盛時の約３分の１。楽ではありません。売り上げは消費税免税点以下だけど、仕入れで支払
う消費税は安くない。お客さんにも価格転嫁できないし、増税は困ります」、品川区の73歳の
女性は「月額10万円の厚生年金から介護保険が天引きされて、手取りは９円。月７万５００
０円の家賃を払えば、残りはわずか。次回から国民健康保険料８０００円を天引きすると、通
知が来ました。企業年金と簡易保険の年金で生活をまかない、品川区では空き缶を１０００本
集めると５００円の買物券がもらえる制度があるので、空き缶を集めています。つめに火をと

もす生活。老人をいじめる政治に頭に来ています」、狛江市の68歳の女性「年金だけで生活。
支給額も下がっているのに国保や介護保険料を天引きしてくる。どうやって生活しろというの
か。増税は反対するしかない」、20代の男性は「給付金は意味ない。いつ失業するか分からな
い景気では、みんな貯金するだけ。失業者も増えているし、いま消費税を上げても生活を苦し
めることになる。今は上げるべきではありません」などと話し、署名に応じていました。署名
は１１８人から寄せられました。
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＜各地の行動・その１＞

★２４４人もの署名が　宮城県では消費税引き上げをやめさせるネットワーク宮城、消費税をなくす宮城の会、宮城各界連が共同で県内６カ所で宣伝。仙台市では一番町商店街の「フォーラス」前で行い、２４４人が署名。消費税の解説入りティッシュを１０００個配りました。石巻市ではみやぎ生協石巻店で、生協理事も参加し店舗内外で宣伝。署名１０４人分に。
★怒りの昼デモ　新潟・長岡市では地域各界連絡会と消費税なくす会共同で「消費税怒りの昼デモ」を行いました。40人が参加、中心街を行進しました。昼休み時間で人通りも多く、「こんな経済状態のときに消費税の増税の論議さえもとんでもない」「消費税増税はごめんだ」と、沿道からの激励も見られました。

★自転車パレードが注目　愛知・尾北民商は犬山、岩倉、江南の各駅で宣伝。 犬山では自転車11台に増税反対のぼりをつけ、市街地をパレードしました。岩倉では、花見で賑わう駅利用客に署名を呼びかけました。江南では、江南市内の民商支部役員らが宣伝。３カ所で33人が参加し66人分の署名が集約されました。

★給付金に怒りも、募金も寄せられ　神奈川の県各界連は横浜駅西口で９団体21人が行動。「給付金なんてとんでもない、消費税は上げるな｣との声も寄せられ、増税反対58人分、後期高齢者30人分の署名、２千円のカンパも。同じ西口では県労連が春闘宣伝と合わせて早朝宣伝も実施。県内の行動でも中学生グループも署名してくれたり（茅ヶ崎、戸塚）、すすんで署名にきてくれる（中区)、お年寄りが良く署名に応じた(相模原)など。厚木市では民商と土建の2台の宣伝カーで市内を宣伝しました。

★あちこちで１００署名が　愛媛県ではチラシの受け取りがよく署名が１２９人分（新居浜市）、商店街横のスーパー前での訴えに買い物客の多くが署名してくれ１５９人分。参加者も「面白かった」と確信に（今治市）、若い人の反応がよく１２２人分の署名（松山市）など７カ所のうち３カ所で１００を超す署名になりました。

★シール投票、署名も多数に　和歌山県の岩出市では12人がスーパー前で行動し２５０人分の署名。和歌山市の行動ではＪＲ和歌山駅前で20人がシール投票をおこない、増税反対１５３、賛成３、どちらでもない２、と反対が圧倒的でした。３月31日におこなった海南市の行動は３カ所のスーパー前でおこない18人の参加で合計３８０人分の署名になりました。リーフレットを合計９００枚配布し、どの行動でも積極的に署名に応じてくれる人が多く、訴えを聞いて「その通りだ」と署名に来てくれる人もいました。

★リーフで対話広げ　富山県の高岡市では7時から３団体５人が早朝宣伝し、リーフレットの受け取りがよく、署名も45人から寄せられました。新川市では雨の中、２カ所で宣伝。富山市では地元大型店のアピア前で４団体９人が宣伝。「増税も必要では」という人にリーフを広げて対話、「ヨーロッパよりも税率が低い」などの疑問にも答え、署名は46人分になりました。

★子どももにぎやかにシール投票　青森市では東青各界連となくす会の20人が共同でシール投票。増税反対62、賛成２でした。署名も76人分。春休み中の小中学生もシール投票に参加してにぎやかに対話の輪も広がりました。

★宣伝カー、昼デモも　熊本市では民商、建築労、民医連、県労連など5台の車で市内を宣伝。正午からは昼デモとビラ配布、署名などの宣伝を行ないました。
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